
整理
番号

事業名 担当部 担当課 事業区分

1 生活バス路線確保対策事業 企画財政部 企画課 拡大事業

2 駅西口周辺エリア活性化事業 企画財政部 企画課 新規事業

3 情報通信基盤設備管理事業 総務部 行政管理課 拡大事業

4 北広島霊園墓地区画増設事業 市民環境部 環境課 新規事業

5 北海道障がい者スポーツ大会事業 保健福祉部 福祉課 新規事業

6 障がい者相談支援事業 保健福祉部 福祉課 拡大事業

7 介護給付等費用適正化事業 保健福祉部 高齢者支援課 新規事業

8 介護保険制度改革事業 保健福祉部 高齢者支援課 拡大事業

9 予防接種推進事業 保健福祉部 健康推進課 拡大事業

10 子ども未来応援事業 子育て支援部 子ども家庭課 新規事業

11 農業用排水路保全事業 経済部 農政課 新規事業

12 議会ＩＣＴ化推進事業 議会事務局 議会事務局 新規事業

13 札幌圏消防通信指令共同整備事業 消防本部 警防課 新規事業

14 英語検定等支援事業 教育部 学校教育課 新規事業

15 野幌原始林保存活用計画策定事業 教育部 エコミュージアムセンター 新規事業

16 小中一貫教育推進事業 教育部 小中一貫・教育施策推進課 拡大事業

 令和2年度当初予算編成に係る
 パブリックコメント対象候補事業一覧





予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
1

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
11,380 千円

所管

部局
企画財政部企画課

事業

名称
生活バス路線確保対策事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

公共交通の充実

一般

財源
11,380 千円

快適な生活環境のまち

その他

歳入
0 千円 第4節 交通の充実

第５章

市債 0 千円 第1施策

事業

目的
乗合バス事業者の市内不採算路線の運行欠損額の一部を補助金として交

付し、市民の日常生活に不可欠な生活バス路線を確保・維持し、市民生

活の利便を図る。

事業

内容
対象となっているさんぽまち・東部線（令和元年10月1日に路線再編）

は、市民の日常生活に不可欠な生活バス路線であることから、路線維持

のため運行欠損額の補助を拡大する。

積算

内訳

路線維持交付金 11,380

（交付見込額19,380千円、現行制度年間上限8,000千円）

実
質
的
負
担
額



予算(案)編成結果

予算

(案)額

財源

内訳

国・道

歳入

2,224 千円
予算

要求額
11,380 千円

0 千円

予算案

の内容
交付見込額を精査して、予算を計上しました。（交付見込額10,224千

円、現行制度額8,000千円）

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

千円

国・道

歳入
0 千円

0 千円

その他

歳入
0 千円

その他

歳入
0

千円

市債 0 千円 市債

一般

財源
2,224 千円

一般

財源
11,380

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
2

事業

区分
新規事業

予算

要求額
17,411 千円

所管

部局
企画財政部企画課

事業

名称
駅西口周辺エリア活性化事業

財源

内訳

国・道

歳入
8,327 千円

総合計

画区分

駅周辺まちづくり

一般

財源
9,084 千円

快適な生活環境のまち

その他

歳入
0 千円 第1節 市街地整備の推進

第5章

市債 0 千円 第2施策

事業

目的
平成30年度に策定した北広島市立地適正化計画に基づき、都市機能を維

持・誘導するための施策及び居住を維持・誘導するための施策を検討及

び推進する。

事業

内容 駅西口周辺エリア活性化計画に基づき、公募型プロポーザルによる提案

募集を検討及び実施し、市の顔にふさわしいまちづくりを推進する。

積算

内訳

プロポーザル審査委員報酬（委員3人、4回開催） 72

公募支援業務委託料 16,654

調査・測量・境界標設置委託 462

その他事務経費 223

実
質
的
負
担
額



予算(案)編成結果

予算

(案)額

財源

内訳

国・道

歳入

13,988 千円
予算

要求額
17,411 千円

8,327 千円

予算案

の内容 公募支援業務委託料などを精査して、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

プロポーザル審査委員による、審議会は、

傍聴できるか。また、議事録は公開される

か。

ボールパーク新駅ができた後も、北広島駅

が活用されるためには、市民からの要望や

意見、アイディアが必要と思いますが、活

性化事業に、どのように市民参加ができる

のだろうか。

審議会についてですが、審議会等の会議が

開催されたときは、情報公開条例等によ

り、会議を公開することや会議録を公表す

るよう努めることとされており、公表等の

適否については、審議内容を踏まえ当該審

議会で決定されることになります。

また、当該事業への市民参加についてです

が、令和元年12月15日から令和2年1月15日

まで駅西口周辺エリア活性化計画に係るパ

ブリックコメントを実施、及び令和2年1月

17日、18日において当該計画に係る住民説

明会を実施しているところであります。今

後につきましても、適宜、説明会等を開催

していきたいと考えております。

千円

国・道

歳入
6,683 千円

0 千円

その他

歳入
0 千円

その他

歳入
0

千円

市債 0 千円 市債

一般

財源
7,305 千円

一般

財源
9,084

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
3

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
4,629 千円

所管

部局
総務部行政管理課

事業

名称
情報通信基盤設備管理事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

行政事務の情報化

一般

財源
0 千円

快適な生活環境のまち

その他

歳入
4,629 千円 第8節 情報化の推進

第5章

市債 0 千円 第1施策

事業

目的 在宅勤務などの多様な働き方や長期出張等へ対応するため、庁外でも柔

軟に行政情報を扱える環境の実現を図る。

事業

内容
庁外の任意の場所から安全に庁内環境へアクセスできるように、高セ

キュリティな無線回線環境を導入する。また、庁内のシンクライアント

サーバーに接続できるモバイルシンクライアント端末を設定する。

積算

内訳

回線設置初期費用（サーバー側1台、端末側10台） 269

回線月額費用10ヶ月分（サーバー側1台、端末側10台） 390

モバイルシンクライアント環境設定委託 3,970

（端末10台の調達・設定、庁内接続環境の構築等）

実
質
的
負
担
額



予算(案)編成結果

予算

(案)額
4,629 千円

予算

要求額
4,629 千円

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
4629 千円

その他

歳入
4,629 千円

0

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
0 千円

一般

財源
0

予算案

の内容 要求通り、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
4

事業

区分
新規事業

予算

要求額
20,801 千円

所管

部局
市民環境部環境課

事業

名称
北広島霊園墓地区画増設事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

環境衛生の充実

一般

財源
0 千円

美しい環境につつまれ

た安全なまち

その他

歳入
1 千円 第1節 環境の保全

第3章

市債 20,800 千円 第5施策

事業

目的
自由墓地について、造成工事を行うことにより不足の解消を図る。

事業

内容 北広島霊園内の未利用地を造成することにより、自由墓地区画を増設す

る。（4㎡　263区画）

積算

内訳

北広島霊園墓地区画増設工事 20,801

実
質
的
負
担
額



予算(案)編成結果

予算

(案)額
20,801 千円

予算

要求額
20,801 千円

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
1 千円

その他

歳入
1 千円

0

千円

市債 20,800 千円 市債 20,800 千円

一般

財源
0 千円

一般

財源
0

予算案

の内容 要求通り、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
5

事業

区分
新規事業

予算

要求額
1,050 千円

所管

部局
保健福祉部福祉課

事業

名称
北海道障がい者スポーツ大会事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

社会参加の促進

一般

財源
525 千円

支えあい健やかに暮ら

せるまち

その他

歳入
525 千円 第4節 障がい福祉の充実

第1章

市債 0 千円 第2施策

事業

目的
身体障がい者及び知的障がい者がスポーツを通じて体力を維持・増進

し、障がい者の自立と社会参加の促進を図るとともに、障がいに対する

理解を深め、障がい者のスポーツの発展を促進する。

事業

内容 障がい者が参加する全道最大規模の障がい者スポーツ大会について、北

広島市で競技の一部（フットベースボール）を開催する。

積算

内訳

開催経費負担金 1,050

実
質
的
負
担
額



予算

(案)額
1,050 千円

予算

要求額
1,050 千円

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
525 千円

その他

歳入
525 千円

0

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
525 千円

一般

財源
525

予算案

の内容 要求通り、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
6

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
183 千円

所管

部局
保健福祉部福祉課

事業

名称
障がい者相談支援事業

財源

内訳

国・道

歳入
37 千円

総合計

画区分

地域生活支援の充実

一般

財源
146 千円

支えあい健やかに暮ら

せるまち

その他

歳入
0 千円 第4節 障がい福祉の充実

第1章

市債 0 千円 第1施策

事業

目的
保健・医療・福祉関係者等による協議を通じて、障がい児・者の身近な

地域の現状分析、課題の共有を図り、安心して生活できる地域の支援体

制づくりを図る。

事業

内容
自立支援協議会において、精神障がいにも対応した地域包括ケアシステ

ムの構築に向けた協議、医療的ケアが必要な障がい児支援提供体制の整

備に向けた協議、障がい者虐待防止研修会等を開催する。

積算

内訳

自立支援協議会委員謝礼（委員5人、6回開催） 150

自立支援協議会委員交通費（委員5人、6回開催） 33

実
質
的
負
担
額



千円
予算

(案)額
92 千円

予算

要求額
183

財源

内訳

国・道

歳入
37 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
0 千円

その他

歳入
0 千円

37

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
55 千円

一般

財源
146

予算案

の内容 協議会の開催数などを精査して、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
7

事業

区分
新規事業

予算

要求額
3,464 千円

所管

部局
保健福祉部高齢者支援課

事業

名称
介護給付等費用適正化事業

財源

内訳

国・道

歳入
1,999 千円

総合計

画区分

保健予防の推進

一般

財源
799 千円

支えあい健やかに暮ら

せるまち

その他

歳入
666 千円 第1節

健康づくり・地域医療

の充実

第1章

市債 0 千円 第2施策

事業

目的

介護支援専門員（ケアマネジャー）の資質向上、並びに医療事務従事者

による縦覧点検、医療費との突合実施に伴う重複請求防止効果により、

介護給付費用の適正化を図る。

事業

内容 居宅介護支援事業所の介護支援専門員等を対象に、専門家によるケアプ

ランの検証を行い、個別面談と指導、並びに講習会を実施する。また、

医療事務従事者を会計年度任用職員として1人配置する。

積算

内訳

介護給付等費用適正化事業ケアプラン点検業務委託 1,162

会計年度任用職員報酬等（医療事務従事者） 2,302

実
質
的
負
担
額



千円
予算

(案)額
3,362 千円

予算

要求額
3,464

財源

内訳

国・道

歳入
1941 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
647 千円

その他

歳入
666 千円

1,999

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
774 千円

一般

財源
799

予算案

の内容
介護給付等費用適正化事業ケアプラン点検業務委託料などを精査して、

予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
8

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
12,000 千円

所管

部局
保健福祉部高齢者支援課

事業

名称
介護保険制度改革事業

財源

内訳

国・道

歳入
6,930 千円

総合計

画区分

地域支援体制の推進

一般

財源
2,760 千円

支えあい健やかに暮ら

せるまち

その他

歳入
2,310 千円 第5節

高齢者福祉・介護の充

実

第1章

市債 0 千円 第4施策

事業

目的
日常生活上の支援が必要な高齢者が、住み慣れた地域で生きがいを持っ

て在宅生活を継続していくために、生活支援コーディネーターを配置

し、支援体制の充実と強化を図る。

事業

内容
北広島市内全域を統括する第1層生活支援コーディネーターを1人配置す

る。また、日常生活圏域の北広島団地A地区・B地区の第2層生活支援

コーディネーターの人員を1人追加し委託事業を拡大する。

積算

内訳

第1層生活支援コーディネーター業務委託 8,000

第2層生活支援コーディネーター業務委託 4,000

実
質
的
負
担
額



千円
予算

(案)額
12,000 千円

予算

要求額
12,000

財源

内訳

国・道

歳入
6,930 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
2,310 千円

その他

歳入
2,310 千円

6,930

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
2,760 千円

一般

財源
2,760

予算案

の内容 要求通り、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
9

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
7,540 千円

所管

部局
保健福祉部健康推進課

事業

名称
予防接種推進事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

保健予防の推進

一般

財源
7,540 千円

支えあい健やかに暮ら

せるまち

その他

歳入
0 千円 第1節

健康づくり・地域医療

の充実

第1章

市債 0 千円 第2施策

事業

目的 ロタウイルスワクチンの定期接種を予防接種法に基づき適切に実施する

ことで、疾病の発生及びまん延の予防を図る。

事業

内容
対象者（令和2年8月生まれ以降の者）に対し、指定医療機関にて無料で

予防接種を実施する。（接種期間：初回接種は生後2月から生後14週6

日まで）

積算

内訳

予防接種委託料 7,445

個別通知封入封緘委託料 26

その他事務経費 69

実
質
的
負
担
額



千円
予算

(案)額
7,204 千円

予算

要求額
7,540

財源

内訳

国・道

歳入
千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
千円

その他

歳入
0 千円

0

千円

市債 千円 市債 0 千円

一般

財源
7,204 千円

一般

財源
7,540

予算案

の内容 委託料などを精査して、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
10

事業

区分
新規事業

予算

要求額
3,200 千円

所管

部局
子育て支援部子ども家庭課

事業

名称
子ども未来応援事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

児童の健全育成

一般

財源
3,200 千円

支えあい健やかに暮ら

せるまち

その他

歳入
0 千円 第3節 子育て支援の充実

第1章

市債 0 千円 第3施策

事業

目的 生活困窮世帯の子どもの学習や習い事に係る経済的負担を軽減し、子ど

もに学力や学習意欲、個性や才能を伸ばす機会の提供を図る。

事業

内容
就学援助、生活保護または児童扶養手当を受給している世帯の中学生が

通う学習塾、習い事に係る費用（受講料）に対し、月額５千円を上限に

費用を助成する。

積算

内訳

学校外活動費用助成金（5千円×12か月×53人） 3,180

その他事務経費 20

実
質
的
負
担
額



予算(案)編成結果

予算

(案)額
4,245 千円

予算

要求額
3,200 千円

財源

内訳

国・道

歳入
522 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
0 千円

その他

歳入
0 千円

0

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
3,723 千円

一般

財源
3,200

予算案

の内容

事業名を「子どもの貧困対策事業」から「子ども未来応援事業」へ変更

するとともに、子どもの貧困対策計画の策定に係る経費を計上すること

で増額して、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

53名分の予算だが、希望者全員をまかなえ

るのか。また、中学1年生から3年間継続し

て助成してもらえるのか。

この事業の周知が行き届くよう、お便りだ

けではなく、面談の機会などに伝えること

はできるのか。

助成対象者数につきましては、過去に実施

しましたアンケート調査などから見込みま

した。

子どもに学力や学習意欲、個性や才能を伸

ばす機会を提供するという趣旨からも、中

学1年生から3年生までの3年間の助成を前提

として検討しております。

事業の周知につきましては、チラシの配布

に限らず、さまざまな機会をとらえて行っ

てまいります。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
11

事業

区分
新規事業

予算

要求額
3,000 千円

所管

部局
経済部農政課

事業

名称
農業用排水路保全事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

農地の利用・保全

一般

財源
3,000 千円

活気ある産業のまち

その他

歳入
0 千円 第1節 農業の振興

第4章

市債 0 千円 第2施策

事業

目的 農業用排水路の床ざらい及び柵渠補修等を計画的に行うことにより、大

雨等による農地への浸水等の災害防止を図る。

事業

内容 農業用排水路のコンクリート板柵渠補修・更新及び床ざらい等による断

面確保により、機能回復を図る。

積算

内訳

床ざらい及び柵渠補修業務委託料（約1.3km） 3,000

実
質
的
負
担
額



千円
予算

(案)額
17,000 千円

予算

要求額
3,000

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
0 千円

その他

歳入
0 千円

0

千円

市債 17,000 千円 市債 0 千円

一般

財源
0 千円

一般

財源
3,000

予算案

の内容
幹線排水路施設改修事業債を活用することとし、事業内容を精査し増額

して、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
12

事業

区分
新規事業

予算

要求額
1,442 千円

所管

部局
議会事務局

事業

名称
議会ＩＣＴ化推進事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

行政事務の情報化

一般

財源
1,442 千円

快適な生活環境のまち

その他

歳入
0 千円 第8節 情報化の推進

第5章

市債 0 千円 第1施策

事業

目的
タブレットPCを導入することで、ペーパーレスによるコスト抑制、議

員や執行機関等の業務量抑制、情報のストック化、会議の効率化、議会

活性化、議員資質の向上などを図る。

事業

内容
タブレットPCを全議員（22人）に導入する。

積算

内訳

タブレット借上料（12ヶ月） 1,442

実
質
的
負
担
額



千円
予算

(案)額
1,442 千円

予算

要求額
1,442

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
0 千円

その他

歳入
0 千円

0

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
1,442 千円

一般

財源
1,442

予算案

の内容 要求通り、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
13

事業

区分
新規事業

予算

要求額
1,477 千円

所管

部局
消防本部警防課

事業

名称
札幌圏消防通信指令共同整備事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

消防体制の充実

一般

財源
1,477 千円

美しい環境につつまれ

た安全なまち

その他

歳入
0 千円 第5節 消防・救急体制の充実

第3章

市債 0 千円 第1施策

事業

目的

消防力の効率的運用や行財政上の効果など多くの有効性が認められるこ

とから石狩振興局管内６消防本部（札幌市、江別市、千歳市、恵庭市、

石狩北部地区消防事務組合（石狩市、当別町、新篠津村）、北広島市）

で指令業務の共同化を進める。

事業

内容 令和7年度の運用開始を想定し、共同指令センターを札幌市消防局に配

置するための基本設計を行う。

積算

内訳

指令共同整備負担金 1,477

（単独整備費按分とし６消防本部で応分負担

基本設計業務費　 全体額20,797千円×当市割合7.10％）

実
質
的
負
担
額



千円
予算

(案)額
1,477 千円

予算

要求額
1,477

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
0 千円

その他

歳入
0 千円

0

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
1,477 千円

一般

財源
1,477

予算案

の内容 要求通り、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
14

事業

区分
新規事業

予算

要求額
1,100 千円

所管

部局
教育部学校教育課

事業

名称
英語検定等支援事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

社会の変化や課題に対

応した教育の推進

一般

財源
1,100 千円

人と文化を育むまち

その他

歳入
0 千円 第1節

「生きる力」を育む学

校教育の推進

第2章

市債 0 千円 第7施策

事業

目的

急速に進展するグローバル化に対応した教育環境づくりに向けた取組み

のツールとして、英語に関する資格・検定試験の検定料を助成すること

で、受検機会の拡大による、児童生徒の英語力及び学習意欲の向上等を

図る。

事業

内容
小学校3年生から中学校3年生の児童生徒の保護者に対し、実用英語技能

検定や、他の実施主体が提供する資格・検定試験の検定料を助成。当該

年度に一回を限度に、検定料の全額または一部を助成。

積算

内訳

検定料助成金（2,000円～5,500円×約360件） 1,069

その他事務経費 31

実
質
的
負
担
額



千円
予算

(案)額
566 千円

予算

要求額
1,100

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
0 千円

その他

歳入
0 千円

0

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
566 千円

一般

財源
1,100

予算案

の内容
検定料の2分の1を助成額にするなど内容を精査して、予算を計上しまし

た。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
15

事業

区分
新規事業

予算

要求額
3,503 千円

所管

部局

教育部

エコミュージアムセンター

事業

名称
野幌原始林保存活用計画策定事業

財源

内訳

国・道

歳入
1,706 千円

総合計

画区分

文化財の保存と活用

一般

財源
1,797 千円

人と文化を育むまち

その他

歳入
0 千円 第5節 歴史の継承と創造

第2章

市債 0 千円 第2施策

事業

目的 特別天然記念物野幌原始林について、当該区域を将来にわたって保存

し、活用していくための計画の策定を目的とする。

事業

内容 特別天然記念物野幌原始林緊急調査及び、特別天然記念物野幌原始林調

査委員会の運営を行う。（対象範囲は約20ha）

積算

内訳

調査委員会委員報酬・費用弁償（委員7人、4回開催） 213

打ち合わせ旅費・文化庁調査官等指導招へい旅費 336

特別天然記念物野幌原始林緊急調査委託 913

調査委員会運営委託 1,991

その他事務経費 50

実
質
的
負
担
額



千円
予算

(案)額
3,425 千円

予算

要求額
3,503

財源

内訳

国・道

歳入
1,671 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
0 千円

その他

歳入
0 千円

1,706

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
1,754 千円

一般

財源
1,797

予算案

の内容 旅費などを精査して、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

調査委員会の審議について、議事録は公開

されるのか。

　市の審議会等につきましては、情報公開

条例等により、会議を公開することや会議

録を公表するよう努めることとされてお

り、公表等の適否については、審議内容を

踏まえ当該審議会で決定されることになり

ます。

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和２年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
16

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
491 千円

所管

部局

教育部

小中一貫・教育施策推進課

事業

名称
小中一貫教育推進事業

財源

内訳

国・道

歳入
245 千円

総合計

画区分

魅力的なまちの形成

一般

財源
246 千円

にぎわい・活力のある

まち

その他

歳入
0 千円 第1節 地方創生の推進

第6章

市債 0 千円 第3施策

事業

目的
令和３年度に本市で開催が決定した「小中一貫教育全国サミット」に向

け、学校の取組を推進するため、実行委員会を設置し、小中一貫教育に

係る各校の研究を進化充実するための支援を図る。

事業

内容
実行委員会に対し、各校の研究を進めるための交付金を交付する。

積算

内訳

実行委員会交付金 491

（教材費等70千円、講師謝礼70千円、バス借上351千円）

実
質
的
負
担
額



千円
予算

(案)額
1,248 千円

予算

要求額
491

財源

内訳

国・道

歳入
624 千円

国・道

歳入
千円

その他

歳入
0 千円

その他

歳入
0 千円

245

千円

市債 0 千円 市債 0 千円

一般

財源
624 千円

一般

財源
246

予算案

の内容
全国サミットへの参加旅費を交付金に含めるなど、事業内容を精査し増

額して、予算を計上しました。

意見

内容

意見へ

の回答

意見の提出はありませんでした。

実
質
的
負
担
額


